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I はじめに
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本学に奉職して17年目を迎えています。その間一貫して本学のバスケット ・ボール部の指導
と体育専攻学生のバスケット・ボール授業を担当してきま した。その中で指導上感じたり，見
たりしたことをもとに私見を交え述べてみたいと考えています。仮説的な部分が多く， また部
員等のレベルがあまりにも低いため，あてはまらない部分もあろうかと思いますが敢えて実状
にあわせて述べてみたいと考えます。
私が現在までパスケット ・ボー ル競技に携わっている動機の一つは，昭和25年来日のハワイ
二世選抜チームのラジオ放送を聞いて感銘をうけ，当時めずらしかったワンハンド ・ショッ ト
とドリブルの多用が，その後の私のプレー になり現在の指導にも影響を与えていると思います。
現代，スポーツはテレビを始めとするマスコミの発達， ビデオの普及，著書，雑誌等の種類の
多さにより昔とは比べようもない程の情報が入手できるようになりました。バスケッ ト・ボー
ルも例外ではありません。このことが小学校高学年から，中学校，高等学校と続く教科体育の
授業の現場や部活動の指導に影響を及ぼしている「バスケッ ト・ ボールは教えなければならな
いことが多過ぎる／伺を中心に教えたらよいのか？何から教えたらよいのか？ルールがよくわ
からない（ 4年に1回のルール改正がある）？」 などの困惑があるように思う。まさに現代は，
あらゆることの情報過多時代である。しかしバスケット ・ボール（他のスポーツも含め）をや
るのは昔と同じ（多少違うところがあるかもしれない。 体格，体力，時間的余裕さ等々）人間
だということである。習慣の競技といわれるバスケット ・ボールではゲームにおいて体を通し
て表現して初めて価値が生れる。結局は，情報を生かし体を通して表現できる個々のプレーヤー
の能力とそれを集めたチームの能力であろう。教育現場は（授業も部の活動も含め）どれ1っ
として同じものがない。それぞれチームとしても個人としても特徴がある（体格，体力， 基礎
的運動機能，時間的余裕さ，活動スペース，人数等々）。もちろん指導者は，現場の実状を把
握しよりベストのものを順を追って，個人としてもチームとしても能力が高まり，広がるよう
に指導していると思う。たゾその判断をするとき大切なのは，バスケット ・ボー ルに対する正
しい競技観ではないかと考える。
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鈴田氏のことばを借用すれば，「目的は単純明快，その過程に奥行きと幅がある」まさにバ
スケット ・ボールを言い得ていることばではないかと思う。単純さと複雑さの両面を兼ねそな
えたゲームがバスケット ・ボールである。 目的は単純明快だ。ボールをかごの中に入れること，
相手には入れさせないこと。しかし，それまでの道筋は複雑で、入り組んでいるように見える。
すなわち，このことばを用いて解説すると単純明快な目的を感覚のなかに強烈に植え付けるよ
う練習をしながら道筋の奥行きと幅を昧付けするような練習をすることにつきると思う。
バスケット・ボールにおけるパスは，この複雑そうにみえる道筋の幅にあたり，またそれぞ
れのパスには深さがある。中学校の指導者が，ミニパスあがりの生徒はパスを使わずドリプル
にばかり頼って破ろうとする， 一方ミニパスの指導者は小学生は筋力がないのでボールをとば
せないからパスで破ろうとするとミスにつながるのでドリプルで破ることを主体にしているパ
スは中学校で教えてくれというようなやりとりを耳にする。どちらにもいい分があるように思
われるが，バスケット・ボールの特性から考え（投げる者と受けとる者がいてはじめて成立す
るパスはチームプレーの基本である）競技をはじめた早い時期にパス技術の基本的なことや感
覚的なものは教えるべきであると考える。
本学に入学してくる体育専攻生 （一般学生よりも運動能力や理解があると思われる）やその
中の本学パスケット・ボール入部者（60年度以降，最近3年間は平均5.8年の競技経験者）の
バスケット・ボールにおけるパスをとりあげて観察してみると大体パス感覚がよいと思われる
者が入部者（毎年13～15名）の中で l～ 2名，他の体育専攻学生の中には 6年間の教科体育の
教材としてバスケット ・ボールが取り扱われているにもかかわらず極端な言い方をすれば，痕
跡すらないと言う状態である。男子に比較すると女子の場合は特にこんな傾向を強く感じる。
以下パス技術に関してよくみられる欠点例と基本的な練習例をのべ，私自身の指導のためと
小学校，中学校，高等学校の生徒の指導に日夜苦労をされている方々の考え方の一助になれば
と思い私見を述べてみたいと考えます。また，各々の成長過程で指導されている方々からの御
意見，御批判を期待しております。
I パス技術に関してよく見られる欠点例
1.ボールのつかみ方に関するところの欠点例
0ボールを両手でしか持つ習慣がない。その結果構えが一定となり（身体の正面で、へそのと
ころでボールを構える。女子が特に多い）プレーの幅を狭める。
0空中でボールをつかむ習慣がない。その結果走りながらボールをつかむとか，ボールにと
び、つくという動作ではなく ，先に動いてボールを待つ感じになってしまう。
0ボールは両手でっかむものだと思っている。その結果身体の正面にきたボールしかキヤツ
チできない。又正面でないところにきたボールに対して両手を同時に出すためかえって
キャッチできない。
0指の脱力ができないためボールをはじいてしまう。
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0ボールを早くみている。その結果ボールを投げさせるタイミングが味方に伝わらなかった
り，ディフェンスの状況や昧方の次のチャンスを見落してしまう。（ボールを見てないこ
とのミスより，ボールを見ていることのミスの方がはるかに多い）
0ディフェンスからはなれてボールをとろうとする。その結果どうしても動きのスター卜の
タイミ ングが早くなりディ フェンスに動きを読まれたり，チャンスをつくれない場所やタ
イミ ングでボールをつかむことになる。
0ボールのもらい足が（空中でボールをつかみ着地する足）次のフレー のためにという意識
がない。その結果卜ラベリング等の反則をおかしたり，フレーの展開がおくれたり， プレー
の選択をまちがえる。
2.ボールの投げ、方に関するところの欠点例
0片手（特にきき手でない方）でボールを投げる習慣がない。（女子は両手が多い）その結
果構える場所が悪く，ディフェンスを抜いてボールが通らない。（外から内へのパス。左
側への外から外へのパス等）
0足のけりが悪い（けりが弱い。すねが倒れていない）ためボールがとばない。
0足先の向きとボールを投げる方向の関係が悪い。その結果振りまわしパスとなり，ボール
をとる昧方にパスのタイミングとコースが伝わらない。
0走りながら （スピードを上げて，歩巾を変えて） ボールを投げる習慣がない。止まってい
るときやスピードを落しているときにパスをしたがる。
0ボールのとり足でボールを投げられない。（一拍子のパスができない）
0空中でボールをとりそのま、空中でボールを投げられない。（一拍子のパスができない）
0ボー ルを投げた先での次のフレーを予測しないま冶ボールを投げる。（パスのやりっぱな
し） その結果自分の次の動きがわからすうろうろしたり，惰性やはずみで動く。
0ドリプルをやめてから（ボールを持ってから）ボールの投げ先をさがす。
0視線とボールの投げる方向がいつもいっしょである。その結果顔の向いている方にしか
ボールが投げられない。
m パスに関する基本的な感覚及び技術
1.バスケット・ボールゲームの構造的把握
バスケット ・ボールのゲームは，図lのようなサイ クルで前半20分， 後半20分行なわれその
合計の得失点差によって勝敗の争われる競技である。ボールを保持している方をオフェンスと
いい，ボールを保持していない方をディフェンスという。このーサイ クルの中で少なくとも 2
ケ所のオフェンスでもディフェンスでもない瞬間があることも大きな特色であり，その瞬間を
どのように対処するかが勝負の鍵であるといわれている。このようなゲームの流れの中でパス
技術は， ドリブjレと共にオフェンスの目的である， より確実なショッ 卜をきめるための手段と
してのオフェンス技術であるということをしっかりおさえていることが大切である。
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図1 バスケット・ボールゲームのサーキュレーション
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以上のようにどのようにボールを持っても直接ショ ットにつながる場合がある し，パスや ド
リブルが聞に入っても最終的にはショッ 卜につなげるようにするのがバスケット・ボール （オ
フェンス）である。そのためにはボールを持つやいなや，ゴールに視線を向けたり，意識のな
かにゴールをするための強烈なイメージを持ちつづけてフ レー することが大切である。そのこ
とが前提にあってはじめてパスをする，パスをもらう， ドリブルをつかう，という正しい判断
や予測が生れる。
感覚的なものは，初めから正しいものを覚えさせ， よいえぷ二三で、愛哀を持たせ，あとは場
面やタイミ ングによってイメージや意志を弘史禁五三ことを覚えさせるのがよいと考える。こ
のようなつみ重ねがないため惰性やはずみでフ レーをしてしまう者が多い （女子に多く時の経
過と共に直しにくい問題となっているように思う）
次にパスに関すること （バスケッ ト・ボール全体に関することにもつながる）で感覚的なも
のも含め最低で、きなければならないことを中心に述べてみたい。
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2.パスに関する基礎的な技術（考え方）
練習は一概に易しいことから難かしいことへという順でやる必要はない。 難かしいことがで
きれば易しいことは練習しなくともできるし，特に感覚的なものを覚えることには最終的によ
いものを最初から与えないと，悪いイメージが身につき改めるのに苦労する。発達段階におい
て体力がない，筋力がないからできないと思われていることも案外神経団路ができていないた
めにできないものが多い。
(1）パスは走り（動き）ながらやるもの，ボールを受ける者も投げる者もボールのとりぎわ
投げぎわのスピードを上げてやるもの （特に最後の一歩が大切である） 少なく ともボール
の触れるところ，はなすところでスピードを落すことのないようにする。そして次の着地
の足で次のプレーができるようにする（スト ッフ，方向転換， パス，ドリブル，ショ ット）
ボー ルにとび、つく，とび、っかせるということが，ボールを扱う基本的な能力だと考える。
このことは，リバウンド， ドリブルの終り，ディフェンスのイ ンターセプ卜等々に応用で
きる。
ボールにとびっく，とびっかせるという確認は走りながら空中でボールをつかみそのま
ま次にパスをさせることができればよい，そのことによってボールの受け方（手の使い方）
の練習にもなる。
(2) オフェンスはパスで終ることはない。ボールの移動した先で何をするか。何をやらせる
かが問題である。 そのためにはどのようなボールの受け方をし， どのようなパス（コース
とタイミング）をするのがよいかというように逆に考えるのがよい。 そのようにするため
の習慣としてほしいことに次の様なことがある。
0パスを受けとる者は，右側 （左）からく るボールであれば左側 （右）を見てからボールに
とび、つく（サイドレーンの場合は前方を見てから）そして次の足が床につく前に次のプレー
をさがすようにする。
0パスをする者も同じで，パスをしようとする方の反対をよく見ておくとよい。これはオフェ
ンスにとってチャンスを感じているところはディフェンスにとってはピンチと感じ防がれ
るので逆の方がチャンスになることが多い。くオフェンスで一番効果的なのはディフェン
スの逆をつくことである＞
0パスした瞬間には他の場所をみるく予測能力をつけることになる。＞
(3）パスをする，パスを受けるは右手でも左手でもやれるようにする。ボールを片手で扱う
ことによってボールとディフェンスの聞に身体を入れるという大切な感覚ができるので最
初から行なうべきと考える。 ＜身体の正面でボールを受けるとか，正面に投げるとかとい
う感覚は初めから必要でないと考える＞
(4) ボールを受けたり，投げたりするときのコーチの視点は，足先の向きと左右の腔の倒れ
角度（含，膝の曲り角度），顔の向き（目配り，心くばり） である。即ち足先の向きはプレー
の左右の方向であり，腔の倒れ角度は上下の方向とパワーである。また，顔の向きはプレー
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予測や判断である。これは他のフレー についても同じである。（ショッ卜， ドリブルなど）
(5）パスをしようとする者の身近にいるディフェンスをかわしてパスをする場合はデイフェ
ンスの身体の近く にボールの通る コー スがあることを覚える。 特に外から内にパスをする
場合に必要である。
(6）パスをもらう準備はディ フェンスからはなれるのではなく，近ずくことから始まる。
(7) パスをもらう者は2つ以上のプレー の用意（心構えと体の構え）をする。フェークなど
で相手の反応の逆をつく
(8) パスは構え場所から一動作で投げる。
(9）床と平行の速いボールがよい （バウン ド・ パスやループ・パスは除く ）
(10) パスを受けるときは手をヲ｜いて受けないのがよい。 （指の脱力とボールが手にふれたと
きの緊張のタイミングでボールを受ける）
(1) ボールを投げるとき，最後は手首をやわらかく使わせる。
N おわりに
日常のチーム練習や専門実技の担当をしているなかで感じていることを中心にのべてみまし
た。短期大学ですので全道のいろいろな地域からの学生が集まっており，かなりの長い競技歴
や運動歴をもっています。同じ年代であるにもかかわらず個々は大きな差があります。同じバ
スケット ・ボール競技であって種目が違う ぐらいの差があります。このような差は地域のレベ
ルの差なのか，指導者の差なのか，学生の個人差なのかいろいろ原因はあると思いますが，プ
レー中ででてくるいろいろなひづみを見ると，この時期にこうすれば直すことができたのでは
と感じることも多くあります。
バスケッ ト・ボールは，チーム・ゲームなので今まで過したそれぞれの時代のチームがおか
れていた環境の影響がどうしてもフレーの上にあらわれます。これを一つにまとめ新しいチー
ムの環境を毎年つくっていくのが本学のチームです。ここではバスケット ・ボール競技の競技
観やそれによってつくられる感覚的なものを変えていくには，年令的にむずかしくもっと早い
時期によい感覚を育ててほしいものだと考えます。
現在バスケッ ト・ボールは，小学校から行なわれています。よいものもでてくる反面より大
きな差がでてくることも予想されます。今回ここにのべたことも学生の指導を通して将来学生
が小 ・中学生を指導する場面があればと考え，パス技術のボールの受け渡しという基本的なと
ころの感覚的に覚えなければならない部分に限つてのべてみました。思いつくままに書いたた
め順不同であったり，意が通じない個所も多いかと思いますがく逆も又真なり＞のことわざに
ならって読み取って下されば幸いです。
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